
平成 22 年 8 月 7 日 

 

涼を感じて、まちなか緑化をひろげよう 

～ 涼風体感！一日限りのまちなかカフェオープン ～ 

本日、豊島区の御嶽北公園において「涼風体感！まちなかカフェ」が開催された。 

公益財団法人東京都公園協会は、民有地の緑化を推進し、個人の活動を連鎖させることで地域の緑を広げ

ることを目的に平成 20 年度から「まちなか緑化活動支援事業」を実施している。豊島区池袋は、同事業の平成

21 年度モデル地区に選定され、地域で活動するＮＰＯ法人「ゼファー池袋まちづくり」や池袋御嶽町会、池袋三

業町会が中心となり取り組みを続けている。地域住民らは、まちあるき、検討会、セミナー、ワークショップ、デ

ザインプレゼンテーションと会合を進めてきたが、今回、第一期緑化工事完成のお披露目を兼ねた緑化ＰＲイ

ベントを開催することとなった。 

冷房のきいた部屋を出て、緑に囲まれた自然の風の中で、日本の夏の心地よさを実感しようという呼びかけ

の下、地域の町会、ＮＰＯの主催で実施された。 

イベントは、今回緑化が完成した物件の見学会をはじめ、会場となった公園では、緑の効果を実感できる「涼

風体感ブース」の設置や「打ち水大会」実施のほか、町会、商店会協力によるかき氷や屋台の「まちなかカフェ」

や「バナナのたたき売り」パフォーマンスも披露されるなどにぎやかな催しとなった。 

日 時 平成 22年 8月 7日（土曜日）午後 1時 30 分～午後 4時 

場 所 豊島区立御嶽北公園（池袋 3-44-20） 

主 催 池袋御嶽町会、池袋三業町会、ＮＰＯ法人ゼファー池袋まちづくり 

（共催）公益財団法人東京都公園協会  （後援）豊島区 

当日の様子 

参加者の声 

など 

バナナのたたき売りの口上が響き渡ると公園内は、昭和の時代に戻ったような雰囲気に

包まれた。町会や商店会によるかき氷や屋台などによる「まちなかカフェ」を参加者たち

は思い思いに楽しんだ。 

緑の効果を実感する「体感ブース」では、自然の緑の力による涼風を体感することがで

きる。体感した参加者は「本当に涼しい。こんなに違うとは思わなかった」と話していた。 

また、午後 3 時頃から行なわれた「打ち水大会」でも、実際に温度が下がる様子と体感

できる涼しさを味わっていた。 

主催者の一人は「緑化の効果を文字通り肌で感じて、自分もやってみようと思ってもら

えたらうれしい」と語っていた。 

記録的猛暑となっている今年の夏だが、集まった参加者たちは、昔ながらの「緑」と「水」

による涼風体感で、日本の夕涼みを満喫していた。 
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問 合 せ 環境政策課 
 

まちなか緑化の事例を見学 

 

みんなで打ち水 

 


